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ものを見る脳の回路には特有のノイズが必ず
乗っているが、現代社会での各種デザインは見
る人のもつノイズを考慮した見やすい表示になっ
ていない。視覚弱者から健常成人までが様々な
環境下ではっきりした視界を得るためにどうすれ
ばよいのか、脳の仕組みの解明が世界的な課題
である。

知覚現象で脳を感度良くする
視力向上が実現できる心理学的な発想での表示
技術を用いて知覚を変容させることができた。心的
に表現されている生体信号を、通常より高い感度で
区別するために、錯覚を活用できることがわかった。

2方向の運動面の弁別感度が上昇
2方向に動く運動が重なって提示されると、しばし
ば1方向に統合されてしまう。ところが周辺運動が
あると、そのせいで反対方向の運動が誘導され、
そのせいで2方向
の運動が引っ張ら
れて、2方向に分
かれて見えやすく
なることがわかっ
た。課題と関連し
ない周辺図形の
存在による、中心
での感度の上昇
が実証された。

色同時対比の増強を実現
周辺の誘導刺激を一瞬フラッシュ提示すると、連続提
示した場合に比べて、中心のテスト刺激にその補色が
誘導されて色みが見える同時対比の強さが激増するこ
とがわかった。周辺に何かを配置することで、中心の
感度や鮮明度が劇的に変わる様子が実証された。

脳のノイズを避けながら知覚現象の作用で脳の
回路を感度良く変える心理学的な手法を開発
し、様々な視覚成績を良くする手段を場面ごとに
見出す。画像を観察する知覚実験、身体を動か
す実験、成績変化特性のモデル化や脳活性化
の計測を同時進行させ、外部からの操作に回路
が自然に適応するメカニズムを明らかにする。

代表論文：Journal of Neuroscience, 32(41), 14344-
14354, (2012)
特記事項：マイナビニュース  「東大、「誘導運動錯覚」体
験中の脳の活動を調べて神経相関を同定」(2012年10月
12 日 ) http://news.mynavi.jp/news/2012/10/12/ 
017/index.html

視覚の計算メカニズムにおけるこうしたノイズ
と適応力を解明することが、通常体験したこと
のない高感度の実現につながり、誰にとって
も見やすい環境デザインや乗り物の安全設

計、字がくっきりする電子版の眼鏡の開発へ
の応用などが期待できる。
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脳を感度良くするモデルの模式図。

運動面の弁別感度が
向上する現象の模式図。

色同時対比の
視覚刺激の模式図。


